[bookmark: _GoBack]仙台版スタンダードカリキュラム
「第５学年」

	留　意　点
〇仙台版スタンダードカリキュラムの視点について
①副読本の活用（防災教育副読本など）　　　　　　　②情報活用能力（プログラミング的思考，ＩＣＴ（１人１台端末等）の活用など）
③言語能力（主体的・対話的で深い学びの実現など）　④地域の特性　（本市の特性を活用など）
⑤たく生き授業（本市教育の特色「自分づくり教育」との関連など）
〇評価の観点の文言について＜算数・社会・理科＞における評価の記号について
◎･･･児童全員の学習状況を記録に残す場面
○･･･児童の学習状況を確認する際，重点とする観点

　・知技：知識・技能　　　　　・思判表：思考・判断・表現
　・態度：主体的に学習に取り組む態度
○国語科「単元の目標」における「学びに向かう力，人間性等」については，いずれの単元においても当該学年の学年目標である「言葉が持つよさ～思いや考えを伝え合おうとする。」までを示すため，省略してある。
○書写「単元の指導計画」の「時」における「毛」は毛筆，「硬」は硬筆を表す。　例：（毛２）（硬１）
○毛筆を使用する書写の指導は，第３学年以上の各学年で行い，各学年30単位時間程度を配当すること。
○算数科の仙台版スタンダードカリキュラムの視点③「言語能力」については，思考力，判断力，表現力を育成する場面を中心に，考えを表現し伝え合うなどの学習活動について記載している。
〇家庭科における評価の記号について　※　全ての題材において同様
　・「思考・判断・表現」の評価については，(ア) 問題を見出して課題を設定している　(イ) 様々な解決方法を考え，工夫している　(ウ) 実践を評価・改善している　(エ) 考えたことを表現している，以上四つに分け，設定している。（〇以外の記号を使用した場合は記載すること。）
○外国語の学習評価については，令和２年３月に公表された「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」を参考にしている。また，各校で実際に授業を行う際には，同資料を参照し，児童の実態等に合わせた「コミュニケーションの目的・場面・状況」を含む単元目標を設定すること。



